
福井県で栽培しやすい「山田錦FW1号」に加えて、
「山田錦FW2号」ができました！

「山田錦」は晩生で福井県では低温に遭遇しやすく、草丈が高く倒
伏しやすく、籾が穂からバラバラと脱落する脱粒性があり生産が難
しい。そこで、福井県で栽培しやすい早生・矮性・難脱粒の性質を
持つ「山田錦FW1号」と「山田錦FW2号」が完成しました。
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まとめまとめ

坂井市丸岡町の40aの水田で「山田錦FW1号」を栽培したろころ、
山田錦の玄米収量が375.08kg/10a であったのに対し、山田錦FW1
号は413.22kg/10aとなり、10.1%の増収となりました。また、昨年選抜
した早生・矮性・難脱粒を併せ持ち、「山田錦FW1号」よりもさらに早
生の系統を調査した結果、今年も有望形質が再現し、「山田錦FW2
号」として品種登録を行うための２作期のデータの内１作期分を得
ることができました。基準品種との比較の結果、山田錦FW1号が山
田錦より6日早生でさかほまれと同等であるのに対し、山田錦FW2
号は山田錦よりも11日早生で富の香や日本晴と同等であると明ら
かになり、草丈や脱粒性など充分な違いを示す事ができているた
め、さらに１作期のデータを追加し、品種登録申請を行う予定です。

「山田錦FW1号」の有用性を再確認できた。
次年度に「山田錦FW2号」の品種登録申請予定。
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